
は じ め に

平成 25 年度は、「滋賀県基本構想」の計画期間４年の折り返し点を迎える重要な

年であり、同時に「滋賀県行財政改革方針」の３年目で、持続可能な財政基盤を確か

なものにする年でもあります。

このため、平成 25 年度当初予算においては、「住み心地日本一の滋賀」の実現を

目指し、基本構想に掲げる８つの未来戦略プロジェクトに予算を重点的に配分すると

ともに、重点テーマに加え、いじめ問題や、防災対策、経済・雇用対策等の喫緊の課

題に対しても、確かな方向性を示し、その実現に努めた結果、予算規模は２年ぶりに

前年度当初予算を上回ることとなりました。

あわせて、国の「日本経済再生に向けた緊急経済対策」に呼応し、本県においても

補正予算を編成するなど、平成 25 年度当初予算と一体的に対応し、切れ目のない経

済対策に取り組んだところです。

一方、経済情勢等を踏まえた県税の見通しや、国の地方財政対策における「地方公

務員給与費の削減」を前提とした地方交付税の削減などの影響により、平成 25 年度

当初予算における財源不足額は、行財政改革方針の見込額を上回り、247 億円となり

ました。

このため、歳出面においては、選択と集中の徹底等による事業見直しに計画以上に

取り組むこととしたほか、歳出の取り組みだけでは解消できない財源不足については、

財源対策のための基金の取り崩しや県債の発行等で対応することとしました。

さらに、県政を取り巻く様々な課題の解決に向けて、最少の経費で最大の効果が得

られるよう、部局の枠にとらわれない横断的な視点に立ち、関係部局が共通の目標を

持って緊密な連携を図るなど、組織の持てる力を最大限に発揮できるように努めたと

ころです。

この財政事情は、本県の財政がどのような状況にあるのか、またどのような運営を

しているのかなどを県民の皆さんに広く知っていただくため、年２回（５月と 11 月）

定期的に公表しているものです。

今回は平成 25 年度予算の概要、平成 24 年度下半期における予算の補正状況やそ

の執行状況、そして公営企業の業務状況などについてご報告するとともに、経年変化

で見た県財政の状況や各種財政指標の状況などをお知らせします。
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